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1．はじめに

富士癒しの森研究所（旧・富士演習林）では，事務所および作事場に保管されている苗畑に関

する資料の再確認作業を令和元（2019）年度に行った。1）当所では苗畑による苗木生産を平成

（H）5（1993）年度までに終了し，現在では H23（2011）年度に設定されたエゾマツコンテナ苗

試験地跡地が地名として「苗畑」と呼ばれているのみである。また過去の苗畑の状況について整

理された記録がなく，詳しい経緯を知る教職員がいない状態であった。

今回再確認作業を行った中には，苗畑が活用されていた当時の具体的な資料が数多く紙媒体の

文書として保管されており，当時の富士演習林の作業記録として価値のあるものであった。この

ままでは再度埋もれたままになってしまい，将来さらなる情報の亡失を引き起こす恐れがあるた

め，これを事前に防ぐ目的で，現時点で残存する資料を確認・整理し，デジタルデータとして保

管すると共に，資料として投稿することとした。

2．確認資料

富士癒しの森研究所事務所および作事場に保管されている資料（写真－1）を確認し，今回の

報告では「富士演習林作業日誌」，「苗木種子受入控」，「苗畑位置図」について対象とした。各資

料の存在期間を表－1 に示す。作業日誌，苗畑位置図などから，現在把握されている苗畑以外に

も林間苗畑，馬小屋前苗畑と呼ばれる苗畑が存在していたことがわかった。各苗畑の位置につい

て図－1 に示す。

①作業日誌

作業日誌の記載例を写真－2 ～ 4 に示す。書式は年度ごとに異なり統一されていないが，演習

林管理業務に関する多くの情報が記録されており重要な資料と言える。この中から苗畑に関する
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情報収集として各年度における苗畑での育苗作業にあたった日数を調べた。（表－2）この際，育

苗作業として扱ったのは播種，挿木，苗木手入，床替，掘取，調査，除草，施肥，消毒，床作，

客土，霜除，防鳥，仮植，潅水，框作などの作業であった。また出荷苗木の情報として林内植栽

や苗木分譲の記録もあるためこれらも記載した（表－3）。その際，記述から植栽林小班が推定で

きる場合は「推定林小班」として表中に記載した。さらに，年度ごとに樹種ごと，林内植栽本数

と分譲本数に分けて整理した（表－4）。なお，表－4 中の「寒地性樹種」とは寒地性樹種試験地

に植栽された，ヨーロッパトウヒ，ストローブマツ，ウラジロモミ，トドマツ，エゾマツ，チョ

ウセンゴヨウ，ヨーロッパアカマツの 7 種を指し，表－3 中にある「主要 4 種」はそのうちの最

初に挙げた 4 種を指す。

写真－1　確認資料

表－1　各確認資料の存在期間
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②苗木種子受入控

受入や山取苗について記載されており，表－5 に示した。

③苗畑位置図

昭和（S）30（1955）年～ H5（1993）年の期間の苗畑位置図がおおむね毎年度存在する。各

年度の苗畑の使用状況が記録されており，重要な資料であるためすべてを附図－1 ～ 41 に示し

た。多くは略図だが，S61（1986）年～ H5（1993）年の期間は，少なくとも苗床については正

確な 1/100 の図面のようであった。H5（1993）年を最後に途絶えているが，これは H5（1993）

年に苗畑の大部分がヒノキ試験地としてヒノキが植栽されたことによるものと考えられる。

図－1　各苗畑の位置
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写真－2　作業日誌の記載例 S33（1958）4 月
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写真－3　作業日誌の記載例 S50（1975）4 月
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写真－4　作業日誌の記載例 S53（1978）9 月
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表－2　年度ごとの育苗作業を行った日数
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表－3　出荷苗木（林内植栽，苗木分譲）（1/6）
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表－3　出荷苗木（林内植栽，苗木分譲）（2/6）
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表－3　出荷苗木（林内植栽，苗木分譲）（3/6）
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表－3　出荷苗木（林内植栽，苗木分譲）（4/6）
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表－3　出荷苗木（林内植栽，苗木分譲）（5/6）
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表－3　出荷苗木（林内植栽，苗木分譲）（6/6）
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表－5　苗木種子受入控（1/8）
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表－5　苗木種子受入控（2/8）



85富士癒しの森研究所の苗畑の資料

演習林（東大）, 63, 69-92 (2021)

表－5　苗木種子受入控（3/8）
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表－5　苗木種子受入控（4/8）
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表－5　苗木種子受入控（5/8）
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表－5　苗木種子受入控（6/8）
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表－5　苗木種子受入控（7/8）
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3．まとめ

今回の資料を確認すると，富士演習林の苗畑の沿革としては，ほとんど資料が確認できなかっ

た S30（1955）年以前の富士演習林創設期，主に山梨県林業試験場（県林試）との共同研究試験

地設定関連で活発な育苗や試験が行われていた S30 年代（1955 ～ 1964）の寒地性樹種試験設定

期，主に秩父演習林の試験用と思われる苗木を生産，分譲していた S40 年代（1965 ～ 1974）の

秩父演習林分譲苗木生産期，S50（1975）年頃以降の苗畑縮小・放置期の 4 つの期に大きく分け

ることができた。

また，当所の苗畑は，県林試や秩父演習林などの他施設の要望を受けこれに協力する形の受動

的な活用が中心であったことが明らかとなった。当所独自の活用策は乏しく , 外部需要依存型の

育苗計画と言える。その背景としては，演習林創立当初より県有林部分を中心として面積の大半

表－5　苗木種子受入控（8/8）
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が既にカラマツ人工林として造成完了しており , また県有林においては県の財産である既存の樹

木を伐採して改植することは極めて難しいため，他演習林のような大規模な拡大造林を検討する

ことは現実的でなかったといった事情があるものと考えられる。

このように，日々の業務の記録は演習林のたどった経緯を知るうえで大変重要なものであり，

過去の資料の保管はもとより，今後の演習林業務についても適切に記録および保管が行われる必

要がある。
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